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は
じ
め
に

　

近
年
の
中
国
農
村
・
農
業
の
現
状
と
課
題
を
理
解
す
る
上
で
、

も
っ
と
も
重
要
な
論
点
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
問
題
は
何
か
。

筆
者
は
、
衰
退
を
続
け
る
日
本
農
業
の
現
状
か
ら
考
慮
す
れ
ば
、
中

国
農
業
に
お
い
て
、
今
後
の
農
業
再
編
（
効
率
的
な
農
業
生
産
シ
ス

テ
ム
構
築
）
の
ス
キ
ー
ム
づ
く
り
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る

の
か
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
多
様
な
農

産
物
を
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
各
国
に
大
量
に
輸
出
し
て
い

る
中
国
農
業
に
お
い
て
す
ら
、
沿
海
地
域
農
村
な
ど
の
一
部
地
域
に

お
い
て
は
、
主
に
農
業
の
相
対
的
な
低
収
益
性
に
起
因
す
る
、
若
年

労
働
力
の
深
刻
な
農
業
離
れ
、
農
家
経
営
の
兼
業
化
、
耕
作
放
棄
、

耕
地
利
用
率
の
低
下
な
ど
の
、
日
本
農
業
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
農
業

の
衰
退
現
象
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
国
農
業
・
農
村
を
と
り
ま
く
深
刻
な
課
題
を
反
映
し

て
、
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
た
、
中
国

共
産
党
の
重
要
会
議
で
あ
る
中
国
共
産
党
第
一
七
期
中
央
委
員
会
第

三
回
全
体
会
議
（
以
下
「
一
七
期
三
中
全
会
」
と
す
る
）
で
は
、
今

後
の
農
村
改
革
の
展
開
方
向
（
と
く
に
農
業
経
営
組
織
問
題
、
農
地

の
流
動
化
問
題
、
農
村
金
融
問
題
等
）
が
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
検
討

さ
れ
て
い
〉
1
〈

る
。
そ
し
て
会
議
の
締
め
く
く
り
に
は
、「
中
国
共
産
党

中
国
に
お
け
る
農
業
改
革
と 

大
規
模
農
業
経
営
の
育
成 

　
─
─
土
地
制
度
と
生
産
組
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改
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中
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中
央
の
農
村
改
革
発
展
を
推
進
す
る
上
で
の
い
く
つ
か
の
重
要
問
題

に
関
す
る
決
定
」（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
二
日
可
決
、
以
下
「
決

定
」
と
す
る
）
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
当
時
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
世
界
経
済
危
機
へ
の
対
応
等
の
、
他
の
重
要
な

経
済
問
題
に
優
先
し
て
、
農
業
・
農
村
問
題
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
、
現
在
の
中
国
政
府
が
い
か
に
農
業
・
農
村
問
題
を

重
視
し
て
い
る
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
農
業
・
農
村
問
題
が
い
か
に

中
国
経
済
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
を
改
善
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
の
か
を
示
し
て
い
る
と
い

え
る
。

　

ま
た
、
周
知
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
は
、
毎
年
年
初
に
、
農

業
・
農
村
政
策
の
基
本
的
骨
格
と
な
る
一
号
文
件
が
発
表
さ
れ
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
当
該
年
度
の
農
業
・
農
村
政
策
が
執
行
さ
れ
て
い

く
。
本
来
一
号
文
件
と
は
、
当
該
年
度
に
公
表
さ
れ
る
中
央
政
府
の

第
一
号
文
件
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
農
業
・

農
村
問
題
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
近
年
の
中
国
に
お
い
て

は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
一
号
文
件
は
す
べ
て
農

業
・
農
村
問
題
を
取
り
扱
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
の
一
七

期
三
中
全
会
の
決
定
と
同
様
に
、
中
国
に
と
っ
て
農
業
・
農
村
・
農

民
問
題
（
急
速
に
発
展
す
る
都
市
経
済
と
の
比
較
で
、
農
業
・
農

村
・
農
民
の
経
済
的
停
滞
を
問
題
に
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
三
農
問

題
」）
が
長
期
に
わ
た
っ
て
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
三
農
問
題
の
基
本
的
背
景
に
は
、
零
細
分
散

し
た
農
地
利
用
に
基
づ
く
農
業
の
低
生
産
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
き
た
（
大
島
﹇2011

﹈
参
照
）。
こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
農
業

生
産
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
改
善
が
進
展
す
れ
ば
、
三
農
問
題
全
体
の

解
決
に
も
資
す
る
こ
と
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
中
国
に
お
い
て
、
農
業
の
生
産
性
向
上
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
従
来
か
ら
問
題
が
深
刻
化
し

て
き
た
個
別
零
細
分
散
し
た
農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
、
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
農
業
の
経
験
で
は
、
農
業
再
編
の
た
め
に

は
、
二
つ
の
重
要
な
条
件
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
一
つ
は
、
農
業
に

お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
生
産
手
段
で
あ
る
農
地
利
用
の
合
理
化

（
＝
零
細
分
散
農
耕
の
克
服
）
で
あ
り
、
今
ひ
と
つ
は
、
生
産
の
担

い
手
で
あ
る
生
産
組
織
（
農
家
を
単
位
と
す
る
大
規
模
経
営
、
い
わ

ゆ
る
「
家
庭
農
場
」、
農
民
専
業
合
作
社
の
よ
う
な
農
業
協
同
組

合
、
農
民
の
協
業
組
織
等
）
の
育
成
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
中
国
農
業
の
再
編
の
基
礎
条
件
に
つ
い

て
、
農
地
利
用
の
合
理
化
の
側
面
と
、
担
い
手
の
形
成
の
側
面
に
お

い
て
、
そ
れ
ら
が
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、
全
国
レ
ベ

ル
の
農
業
統
計
、
お
よ
び
現
地
調
査
の
成
果
を
利
用
し
て
明
ら
か
に

し
、中
国
農
業
再
編
の
現
段
階
と
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
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一
　
農
地
利
用
の
合
理
化
の
現
状
と
課
題

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
農
業
再
編
の
基
礎
条
件
の
一
つ
で
あ
る
、
農
地

利
用
の
合
理
化
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

㈠
　
中
国
の
農
地
を
め
ぐ
る
制
度
の
実
態

　

前
述
し
た
一
七
期
三
中
全
会
後
の
「
決
定
」、
お
よ
び
近
年
の
一

号
文
件
に
お
い
て
は
、
農
地
利
用
権
の
流
動
化
に
つ
い
て
、
従
来
ま

で
の
政
策
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
新
し
い
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
中
国
の
農
地
を
め
ぐ
る
制
度
の
沿
革
と
問
題
点

に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
か
ら
、
近
年
の
新
た
な
政
策
に
つ
い
て
み

て
み
よ
う
。

　

現
在
の
中
国
に
お
い
て
、
農
地
は
ど
の
よ
う
な
所
有
関
係
に
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
、
現
在
の
中
国
の
憲
法
で
は
、
農

村
の
土
地
は
集
団
所
有
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
に
た
い
し
て
都

市
の
土
地
は
国
有
│
│
全
人
民
所
有
│
│
で
あ
る
）。
実
際
に
は
、

大
部
分
の
農
村
に
お
い
て
村
民
委
員
会
（
村
）
を
単
位
と
す
る
集
団

所
有
制
が
と
ら
れ
、
個
別
農
家
は
村
民
委
員
会
と
の
契
約
に
基
づ
い

て
農
地
利
用
権
（
中
国
語
で
は
「
使
用
権
」「
承
包
経
営
権
」
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
る
）
を
得
て
い
る
。
一
般
に
、
一
九
八
〇
年
代
前
半

に
結
ば
れ
た
請
負
契
約
を
第
一
回
請
負
と
呼
び
、
そ
の
契
約
期
間
は

一
五
年
間
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
第
一
回
請
負
が
満
期
を
迎
え
た
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
結

ば
れ
た
請
負
契
約
を
第
二
回
請
負
と
呼
び
、
こ
の
契
約
期
間
は
三
〇

年
間
に
延
長
さ
れ
〉
2
〈

た
。
こ
の
第
二
回
請
負
時
に
、
中
央
政
府
は
農
家

側
の
請
負
権
を
強
化
し
、
農
民
の
自
発
的
な
農
地
貸
借
に
よ
る
大
規

模
経
営
へ
の
集
積
を
促
進
す
る
政
策
と
し
て
、
村
民
委
員
会
に
よ

る
、
そ
れ
以
降
の
「
割
換
え
」（
人
口
の
増
減
に
よ
る
農
地
の
再
配

置
）
を
禁
止
し
た
が
、
多
く
の
村
民
委
員
会
で
は
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
そ
の
後
も
依
然
と
し
て
再
配
置
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
第
二
回
請
負
以
降
も
、
一
部
の
村
民
委
員
会
で
は
、
主
に
人

口
増
加
な
ど
を
理
由
に
、
農
民
が
請
け
負
う
農
地
を
数
年
に
一
度
再

配
置
し
て
き
た
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
請
負
に
伴
う
農
民
の
地
代
負
担
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五

年
以
前
は
農
業
税
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
が
事
実
上
の
地

代
と
な
っ
て
い
た
が
、
農
民
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
、
二
〇
〇
五
年

か
ら
農
業
関
係
諸
税
の
減
免
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
地
代
負
担

は
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
現
状
で
は
土
地
利
用
権

に
か
ん
し
て
負
担
金
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
土
地
政
策
に
関
わ
る
関
連
法
規
と
し
て
は
、「
土
地
管

理
法
」「
農
村
土
地
承
包
法
」「
基
本
農
田
保
護
条
例
」
の
規
定
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
応
農
家
の
農
地
利
用
権
は
確
保
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
が
、
現
実
に
は
、
農
家
の
利
用
権
は
長
期
に
わ
た
っ
て

確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
二
回
請
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負
実
施
以
降
も
、
中
央
政
府
の
再
三
に
わ
た
る
通
達
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
部
の
村
民
委
員
会
で
は
、
し
ば
し
ば
請
負
農
民
の
耕
作
す
る

農
地
を
再
配
置
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
農
地
請
負
に
か
ん
し
て
、
契

約
対
象
と
な
る
圃
場
の
位
置
が
確
定
し
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
当
然
中
国
の
農
家
は
、
確
定
し
た
権
利
を
有
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
中
央
政
府
と
村
民
委
員
会
の
思
惑

の
違
い
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
る
の
か
。

　

中
央
政
府
は
、
個
別
農
民
が
利
用
す
る
具
体
的
な
圃
場
を
確
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
家
の
農
地
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
以
上
の
農
地
の
零
細
分
散
化
を
防
止
し
、
農
地
利
用
権
の

流
動
化
を
促
進
す
る
基
礎
条
件
を
整
備
し
、
農
地
利
用
権
の
流
動
化

に
よ
る
効
率
の
高
い
農
業
経
営
の
育
成
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
点
は
、
後
述
す
る
、
近
年
の
中
国
政
府
の
農
業
構
造
改
善

政
策
の
方
向
と
一
致
し
、
大
規
模
農
業
経
営
の
担
い
手
で
あ
る
大
規

模
農
家
、
企
業
、
農
民
専
業
合
作
社
の
利
害
と
一
致
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　

し
か
し
、
村
民
委
員
会
に
と
っ
て
は
、
農
家
の
農
地
利
用
権
が
確

定
し
、
再
配
置
が
困
難
と
な
る
と
、
村
民
の
新
た
な
子
供
の
出
産
に

対
応
し
て
、
新
規
に
農
地
配
分
を
行
う
こ
と
が
事
実
上
困
難
と
な

る
。
こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
優
先
さ
れ
て
き
た
「
村
内
農
地
利
用
公

平
の
原
〉
3
〈

則
」
の
恩
恵
を
、
こ
れ
か
ら
も
享
受
し
た
い
と
い
う
村
内
多

数
の
農
民
の
意
向
に
沿
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
村
民
の
反
発
を

受
け
る
懸
念
が
高
ま
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
村
民
委
員
会
幹
部
の
公

選
制
（
い
わ
ゆ
る
村
長
選
挙
）
が
広
範
な
農
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る

現
在
、
投
票
者
で
あ
る
農
民
の
意
思
を
無
視
し
、
公
平
性
を
崩
す
こ

と
は
難
し
い
。
ま
た
、
後
に
述
べ
る
山
東
省
莱
陽
市
農
村
で
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
村
民
委
員
会
に
一
定
の
面
積
の
農
地
を
配
分
で

き
る
余
地
（
こ
の
農
地
を
中
国
語
で
は
「
機
動
田
」
ま
た
は
「
機
動

地
」
と
よ
ぶ
）
を
残
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
転
用
・
収
用
な
ど

の
際
に
、
村
に
一
定
の
収
入
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
村

幹
部
が
意
図
的
に
再
配
置
を
進
め
て
い
る
と
語
っ
た
関
係
者
も

い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
要
因
か
ら
、
多
く
の
村
で
は
、
第
二
回
請
負
以
降

も
、
人
口
増
に
伴
っ
て
数
年
に
一
度
の
再
配
置
が
継
続
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
資
料
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
全
国
の
「
機
動
田
」
は
、
全

請
負
耕
作
地
（
二
〇
一
三
年
で
一
三
億
二
七
〇
九
万
ム
ー
）
の
一
・

九
％
に
あ
た
る
二
五
七
九
万
ム
ー
存
在
す
る
と
い
〉
4
〈

う
。

　

し
か
し
、
農
地
の
再
配
置
は
、
確
か
に
村
内
で
の
農
地
利
用
権
配

分
に
お
け
る
公
平
性
は
維
持
さ
れ
る
も
の
の
、
利
用
す
る
農
地
の
一

層
の
零
細
分
散
化
を
促
進
し
、
農
民
の
農
地
へ
の
投
資
意
欲
を
低
減

さ
せ
、
農
業
生
産
性
の
向
上
を
妨
げ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
と
く
に
中
国
で
は
、
以
前
よ
り
も
増
加
率
は
鈍
化
し
て
い
る
と

は
い
え
、
現
在
で
も
人
口
は
増
大
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
対
策
が
講

じ
ら
れ
な
い
限
り
、
い
っ
そ
う
の
零
細
化
は
免
れ
な
い
。
そ
し
て
、

一
層
の
零
細
細
分
化
は
、
近
年
農
村
に
出
現
し
つ
つ
あ
る
大
規
模
経

営
志
向
農
家
、
企
業
、
農
民
専
業
合
作
社
へ
の
農
地
集
積
を
ま
す
ま
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す
困
難
な
も
の
に
し
、
効
率
的
な
農
業
経
営
の
形
成
を
も
阻
む
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
が
、
中
国
政
府
が
農
業
再
編
を
推
進
す
る

上
で
、
も
っ
と
も
危
惧
す
る
事
態
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
不
明
確
な
土
地
利
用
に
か
ん
す
る
権
利
状
態

が
、
直
接
的
に
は
、
都
市
近
郊
農
村
で
頻
発
し
て
い
る
土
地
収
用
時

に
お
い
て
農
民
が
請
負
農
地
に
つ
い
て
ほ
ぼ
無
権
利
状
態
に
あ
る
こ

と
に
も
帰
結
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
し
ば
し
ば
農
民
と
地

方
政
府
と
の
間
で
、
騒
擾
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
中
国
内
外
の

新
聞
報
道
な
ど
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
（
宇
野

﹇2005

］
等
）。

㈡
　
一
七
期
三
中
全
会
に
お
け
る
土
地
政
策

　

こ
う
し
た
多
く
の
問
題
を
含
ん
だ
既
存
の
農
地
制
度
の
も
と
で
、

前
述
の
一
七
期
三
中
全
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
、

さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
内
容
の
新
た
な
土
地
政
策
が
提
起
さ
れ

た
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
前
述
の
中
国
政
府
の
農
業
再
編
が

頓
挫
す
る
と
い
う
危
機
感
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

⑴　

請
負
期
間
の
延
長
：
一
七
期
三
中
全
会
で
可
決
さ
れ
た
「
決

定
」
で
は
、「
現
在
の
請
負
関
係
を
安
定
的
に
維
持
し
、
あ
わ
せ
て

長
期
に
わ
た
っ
て
不
変
と
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

「
長
期
に
わ
た
っ
て
」
が
、
具
体
的
に
ど
の
く
ら
い
の
期
間
に
な
る

の
か
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
中
国
農
村
の
一
般
的
な
理
解
で

は
、
か
な
り
の
長
期
間
（
ほ
ぼ
永
久
に
近
い
）
と
い
う
観
測
が
主
流

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
農
民
が
現
在
所
有
す
る
利
用
権
を
財
産
と

し
て
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑵　

農
地
転
用
の
制
限
：
「
決
定
」
で
は
、「
全
国
の
農
地
面
積

の
下
限
を
一
八
億
ム
ー
（
一
・
二
億
ha
）
と
し
、
こ
れ
を
「
永
久
基

本
農
地
」
と
す
る
。
こ
の
永
久
基
本
農
地
の
面
積
が
一
八
億
ム
ー
を

下
回
る
こ
と
を
一
切
認
め
ず
、
農
地
転
用
を
厳
し
く
抑
制
す
る
。
各

省
・
市
・
自
治
区
レ
ベ
ル
で
こ
の
永
久
基
本
農
地
面
積
を
維
持
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
、
省
間
の
移
動
を
認
め
な
い
。
万
一
転
用
す
る
場

合
は
、
ま
ず
先
に
相
当
す
る
面
積
の
新
規
開
墾
・
荒
廃
地
の
開
発
を

実
施
し
、
そ
の
後
転
用
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
行
政
機
関
や
開
発
業
者
の
無
計
画
な
農
地
転
用
を
抑

制
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

⑶　

農
村
の
土
地
に
関
す
る
権
利
の
確
立
と
流
動
の
促
進
：
「
決

定
」
で
は
、「
農
村
土
地
の
利
用
権
の
確
定
、
登
記
、
権
利
証
の
交

付
を
推
進
し
、
土
地
請
負
経
営
権
を
確
定
す
る
。
こ
の
前
提
の
下

に
、
農
地
利
用
権
の
有
償
移
動
、
期
間
を
限
定
し
た
短
期
的
な
移

動
、
交
換
、
土
地
株
式
制
等
の
方
式
に
よ
っ
て
農
地
請
負
経
営
権
の

移
動
を
許
可
し
、
大
規
模
経
営
の
形
成
を
促
進
す
る
」
と
し
て
い

る
。
前
半
の
件
は
農
家
の
利
用
権
の
確
定
を
確
認
し
、
後
半
の
大
規

模
経
営
の
形
成
に
関
す
る
部
分
は
、
こ
れ
ま
で
の
農
地
の
流
動
化
と

大
規
模
経
営
の
育
成
を
「
容
認
す
る
」
と
い
う
見
解
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
、
農
民
の
自
発
的
意
志
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
大
規
模
農

家
・
家
庭
農
場
・
農
民
専
業
合
作
社
等
へ
の
流
動
化
を
「
推
進
す
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る
」
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
で
あ
っ
た
農
民
の
農
地
利
用
権
の

確
定
を
推
進
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
中
国
農
業
の
再
編

に
資
す
る
と
い
う
意
味
で
評
価
で
き
よ
う
。
こ
の
決
定
を
受
け
て
、

山
東
省
の
農
村
の
事
例
で
は
、
農
地
の
再
配
置
を
停
止
す
る
措
置
を

と
っ
た
村
民
委
員
会
が
多
く
み
ら
れ
る
。
中
央
政
府
が
各
農
家
の
請

負
農
地
を
確
定
し
、
大
規
模
経
営
へ
の
農
地
集
中
を
促
進
す
る
方
針

を
提
起
し
た
以
上
、
村
内
で
の
農
地
の
再
配
置
停
止
は
不
可
避
の
情

勢
と
な
っ
〉
5
〈

た
。

㈢
　
近
年
の
一
号
文
件
に
み
る
農
地
制
度
改
革

　

そ
し
て
、
近
年
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
方
針
が
発
せ
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
数
年
、
毎
年
年
初
に
発
せ
ら
れ
る
一
号
文
件
に

お
い
て
、
農
地
利
用
の
合
理
化
に
か
ん
し
て
、「
決
定
」
よ
り
さ
ら

に
踏
み
込
ん
だ
記
述
が
見
受
け
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
と
く
に
二
〇
一

四
年
一
号
文
件
（
二
〇
一
四
年
一
月
二
〇
日
発
表
）
と
二
〇
一
五
年

一
号
文
件
（
二
〇
一
五
年
二
月
一
日
発
表
）
の
両
年
の
一
号
文
件
で

は
、
農
地
利
用
の
合
理
化
の
た
め
の
農
地
制
度
改
革
の
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
一
号
文
件
で
は
「
農
村

改
革
を
全
面
的
に
深
め
、
農
業
近
代
化
を
加
速
す
る
こ
と
に
関
す
る

党
中
央
と
国
務
院
の
若
干
の
意
見
」（
以
下
「
二
〇
一
四
年
文
件
」

と
す
る
）
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
一
号
文
件
で
は
「
改
革
・
創
新
の

取
り
組
み
を
早
め
、
農
業
近
代
化
建
設
を
加
速
す
る
こ
と
に
か
ん
す

る
若
干
の
意
見
」（
以
下
「
二
〇
一
五
年
文
件
」
と
す
る
）
で
あ
る
。

　

こ
の
両
文
件
に
お
い
て
、
農
地
制
度
改
革
に
か
か
わ
る
注
目
で
き

る
論
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
二
〇
一
四
年
文
件
で
は
、「
四
、
農
村
土
地
制
度
改
革
の

深
化
」
に
お
い
て
、「
17
．農
村
土
地
請
負
政
策
の
完
全
化
」
で
、
こ

れ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
農
村
の
土
地
の
請
負
関
係

を
安
定
さ
せ
、
長
期
に
わ
た
っ
て
不
変
と
し
、
…
…
農
民
の
土
地
請

負
に
た
い
す
る
占
有
権
、
利
用
権
、
収
益
権
、
転
貸
さ
せ
る
権
利
を

確
認
し
、
請
負
経
営
権
を
抵
当
権
と
し
て
確
定
す
る
」
と
し
て
農
民

の
土
地
利
用
に
か
ん
す
る
権
利
を
確
認
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
踏
み

込
ん
で
、「
…
…
土
地
経
営
権
を
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
際

の
抵
当
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
を
認
め
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

は
各
農
家
の
土
地
に
か
ん
す
る
財
産
権
と
し
て
の
権
利
を
確
立
し
た

上
で
、
農
業
ま
た
は
農
家
資
金
の
入
手
を
容
易
に
す
る
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
本
文
件
で
は
「
関
係
機
関
は
早
急
に
経
営
権
の
登
記

と
証
書
発
行
業
務
体
制
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
農

地
の
流
動
化
の
法
的
条
件
を
整
備
し
、
促
進
す
る
と
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、
二
〇
一
五
年
文
件
で
は
、「
四
、
農
村
発
展
の
活
力
を

増
強
し
、
全
面
的
に
農
村
改
革
を
深
化
さ
せ
る
」
の
な
か
で
、「
23
．

農
村
土
地
制
度
改
革
モ
デ
ル
地
域
の
推
進
」
に
お
い
て
、「
最
低
限

の
農
地
面
積
の
確
保
（
＝
転
用
の
抑
制
）
と
公
共
の
福
祉
に
反
し
な

い
範
囲
で
、
国
家
・
集
団
（
村
）・
農
民
の
利
益
を
最
大
限
に
増
大

さ
せ
る
土
地
利
用
（
転
用
）
モ
デ
ル
を
建
設
す
る
」
と
述
べ
て
い
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る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
土
地
収
用
時
の
農
民
の
請
負
農
地
に
か
ん
す

る
無
権
利
状
態
の
改
善
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
農
地
に
か
ん
す
る
発
表
に
お
い
て
は
、
い

ず
れ
も
農
民
の
農
地
利
用
に
か
ん
す
る
権
利
の
確
立
と
、
農
地
流
動

化
促
進
の
た
め
の
条
件
整
備
に
そ
の
主
眼
が
あ
る
。

二
　
農
業
経
営
の
担
い
手
の
育
成

　

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
近
年
の
中
国
政
府
の
農

地
政
策
は
、
農
業
経
営
の
効
率
化
を
め
ざ
し
た
大
規
模
経
営
育
成
の

た
め
の
制
度
的
条
件
を
整
備
し
、
農
地
の
流
動
化
を
推
進
す
る
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
ま
ま
で
は
農

業
再
編
が
頓
挫
し
か
ね
な
い
と
い
う
中
国
政
府
の
危
機
感
を
背
景
に

し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
、
現
実
の
農
村
で
お
こ
っ
て
い

る
、
農
地
集
積
事
例
の
増
大
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
つ
ま
り
、
す
で
に
大
規
模
農
家
や
企
業
に
よ
る
効
率
的
経
営
が

各
地
で
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
が
拡
大
し
、
零
細
規
模
の
小
農
経

営
が
主
流
の
中
国
農
村
に
お
い
て
、
す
で
に
一
定
の
役
割
を
果
た
す

に
至
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
ま
ず
大
規
模
経

営
育
成
の
制
度
整
備
状
況
を
概
観
し
た
上
で
、
さ
ら
に
現
地
か
ら
の

報
告
お
よ
び
現
地
調
〉
6
〈

査
に
基
づ
い
て
、
農
業
再
編
を
主
導
す
る
新
し

い
経
営
体
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

㈠
　
大
規
模
農
業
経
営
育
成
に
か
ん
す
る
方
針
の
変
化

　

ま
ず
、
一
号
文
件
を
中
心
に
、
大
規
模
農
業
経
営
育
成
の
た
め
の

政
策
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
こ
う
。
前
述
の
二
〇
一
四
年
文
件
で

は
、「
五
、
新
型
農
業
経
営
体
系
の
構
築
」
に
お
い
て
、
大
規
模
経

営
創
設
に
か
ん
し
て
踏
み
込
ん
だ
言
及
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
21
．多
様
な
形
式
の
大
規
模
経
営
を
発
展
さ
せ
る
」
で
、「
条
件
を

備
え
た
農
家
が
流
動
化
し
た
利
用
権
を
受
託
す
る
こ
と
を
奨
励
す

る
。
…
…
流
動
化
し
た
土
地
経
営
権
市
場
を
構
築
す
る
一
方
で
、
農

業
用
地
の
非
農
業
用
途
へ
の
転
用
を
厳
し
く
取
り
締
ま
る
」
と
し
て

い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
農
民
の
農
地
利
用
権
を
確
立

し
、
農
地
転
用
を
厳
し
く
禁
止
し
つ
つ
、
流
動
化
を
促
進
す
る
、
そ

し
て
大
規
模
経
営
へ
の
集
中
と
育
成
を
促
進
す
る
、
と
い
う
一
連
の

政
策
誘
導
が
確
認
で
き
る
。

　

続
い
て
、
二
〇
一
五
年
文
件
で
は
、「
四
、
農
村
発
展
の
活
力
を

増
強
し
、
全
面
的
に
農
村
改
革
を
深
化
さ
せ
る
」
の
な
か
で
、「
21
．

新
型
農
業
経
営
シ
ス
テ
ム
の
建
設
の
加
速
」
に
お
い
て
、「
農
村
に

お
け
る
基
本
的
な
経
営
制
度
を
堅
持
し
つ
つ
、
…
…
農
地
利
用
権
の

秩
序
あ
る
流
動
を
誘
導
し
、
農
地
流
動
に
よ
る
大
規
模
経
営
を
育
成

す
る
。
…
…
こ
の
大
規
模
経
営
は
、
農
家
を
単
位
と
す
る
も
の
、
農

民
専
業
合
作
社
に
よ
る
も
の
、
企
業
の
関
与
に
よ
る
も
の
な
ど
多
様

性
を
有
す
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
多
様
な
経
営
主
体
に
よ

る
大
規
模
農
業
経
営
の
積
極
的
な
創
設
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
前
述
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し
た
「
容
認
」
す
る
姿
勢
か
ら
大
き
く
進
展
し
、「
推
進
」
の
方
針

が
再
び
確
認
さ
れ
、
こ
れ
を
全
面
的
に
推
進
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た

と
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

㈡
　
大
規
模
農
業
経
営
形
成
の
現
状

　

こ
の
よ
う
に
、
農
地
制
度
の
整
備
と
大
規
模
農
業
経
営
の
育
成
が

制
度
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
、
農

地
流
動
＝
大
規
模
農
業
経
営
へ
の
集
中
が
進
展
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
ず
、
農
地
流
動
に
か
ん
す
る
統
計
と
し
て
は
、
前
述
の
第
二
回

請
負
が
実
施
さ
れ
た
一
九
九
七
年
当
時
は
全
国
の
流
動
面
積
は
五
一

〇
〇
万
ム
ー
（
三
四
〇
万
ha
）
と
、
こ
の
当
時
は
、
全
国
の
総
請
負

耕
作
地
面
積
の
わ
ず
か
二
・
七
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇

年
に
は
一
億
ム
ー
（
六
六
七
万
ha
）
と
増
加
し
、
そ
の
後
二
〇
〇
八

年
に
は
一
・
五
億
ム
ー
（
一
〇
〇
〇
万
ha
）、
二
〇
一
三
年
に
は
三
・

四
億
ム
ー
（
二
二
六
七
万
ha
）
と
、
全
請
負
耕
作
地
の
二
八
・
八
％

に
達
し
た
と
い
〉
7
〈

う
。
こ
の
統
計
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
す
で
に
中
国

の
請
負
耕
作
地
面
積
の
三
割
弱
が
流
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
近
年
、
こ
の
よ
う
に
流
動
化
の
進
展
は
速
度
を
あ
げ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
流
動
化
を
政
府
機
関
が
積
極
的
に

支
援
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
す
で
に
全
国
一
二
〇
〇
余
の
県
に

一
・
五
万
余
の
農
地
流
動
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
そ
う

し
た
機
関
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
流
動
先
（
農
地
利
用
権
の
受
託
者
、
経
営
主
体
）
と
し
て

は
、
大
別
し
て
三
種
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
（
二
〇
一
四
年

一
一
月
末
の
統
計
、
中
国
社
会
科
学
院
農
村
発
展
研
究
所
・
国
家
統

計
局
農
村
社
会
経
済
調
査
司
編
﹇2015 : 191

﹈）。

　

①
「
家
庭
農
場
」
と
よ
ば
れ
る
大
規
模
農
家
。
全
国
に
は
経
営
面

積
二
〇
〇
ム
ー
（
一
三
・
三
ha
）
以
上
の
経
営
体
が
八
七
・
七

万
、
五
〇
ム
ー
（
三
・
三
ha
）
以
上
の
経
営
体
が
三
一
七
万
存

在
す
る
と
い
う
。

　

②
農
民
専
業
合
作
社
（
一
種
の
農
業
協
同
組
合
）。
一
二
六
・
七
万

組
〉
8
〈

合
。

　

③
「
龍
頭
企
業
」
と
よ
ば
れ
る
農
業
な
ど
を
経
営
す
る
企
業
。
一

二
万
社
。

　

こ
う
し
た
各
種
の
経
営
主
体
別
の
農
地
集
積
構
成
比
は
、
全
国
の

数
値
は
中
国
農
業
部
﹇2014 : 108

﹈
に
よ
れ
ば
、
①
が
六
〇
・
三
％
、

②
が
二
〇
・
四
％
、
③
が
九
・
四
％
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
安
徽

省
馬
鞍
山
市
に
お
け
る
社
会
科
学
院
農
村
発
展
研
究
所
に
よ
る
調
査

の
結
果
で
は
、
①
が
五
一
・
二
％
、
②
二
三
・
三
％
、
③
が
二
五
・
五
％

で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
、
い
ず
れ
の
資
料
か
ら
も
「
家
庭
農
場
」
が

流
動
化
し
た
農
地
の
主
要
な
受
託
主
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈢
　
農
民
専
業
合
作
社
の
発
展
と
大
規
模
経
営

　

前
述
の
大
規
模
農
業
経
営
の
担
い
手
と
し
て
、「
家
庭
農
場
」
と

よ
ば
れ
る
大
規
模
農
家
の
存
在
は
、
そ
れ
ほ
ど
説
明
を
加
え
る
必
要

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
で
も
農
地
を
集
積
し
、
大
規
模
稲
作
な
ど
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に
参
入
す
る
農
家
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代

後
半
に
、
中
国
に
誕
生
し
た
「
農
民
専
業
合
作
社
」（
前
述
の
②
の

経
営
主
体
）
に
つ
い
て
は
、
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

中
国
で
は
、
二
〇
〇
六
年
に
「
農
民
専
業
合
作
社
法
」
が
公
布
さ

れ
、
法
人
格
が
認
め
ら
れ
て
以
降
、
農
民
専
業
合
作
社
が
急
速
に
増

加
し
て
い
る
。
こ
の
農
民
専
業
合
作
社
は
、
生
産
局
面
、
販
売
局
面

に
お
い
て
零
細
分
散
し
た
小
農
経
済
が
主
流
で
あ
る
中
国
農
村
の
現

状
を
改
革
す
る
新
た
な
農
民
組
織
と
し
て
、
中
国
農
村
に
お
い
て
し

だ
い
に
大
き
な
位
置
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
農
民
専
業
合
作
社

が
三
農
問
題
解
決
に
果
た
す
役
割
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　

⑴　

現
状
で
は
、
広
範
な
農
家
が
、
自
ら
が
生
産
し
た
農
産
物
を

販
売
す
る
手
段
（
出
荷
調
製
設
備
や
ト
ラ
ッ
ク
等
の
輸
送
手
段
）
を

基
本
的
に
ほ
と
ん
ど
有
し
て
お
ら
ず
、
流
通
過
程
に
お
い
て
中
間
商

人
の
活
動
に
依
存
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

利
益
の
多
く
が
中
間
商
人
に
移
転
し
、
し
ば
し
ば
農
民
の
利
益
は
損

な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
農
家
の
共
同
に
よ
っ
て
出
荷
経
費
や

流
通
経
費
を
合
理
化
し
、
市
場
で
の
販
売
力
を
強
化
し
、
利
益
を
農

家
に
還
元
す
る
仕
組
み
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

⑵　

経
済
発
展
に
伴
い
、
市
場
で
は
ま
す
ま
す
高
い
品
質
の
安
全

な
農
産
物
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
農
家
が
、
こ
れ
ま
で
農

業
生
産
技
術
の
指
導
や
訓
練
を
受
け
る
機
会
を
得
て
お
ら
ず
、
一
般

農
家
の
農
業
技
術
水
準
は
長
期
に
わ
た
っ
て
停
滞
し
て
き
た
。
こ
う

し
た
状
況
の
下
で
、
農
民
の
共
同
に
よ
る
技
術
の
相
互
普
及
と
、
専

従
職
員
の
配
置
で
き
る
組
織
に
よ
る
技
術
指
導
・
普
及
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
、
農
民
の
生
産
技
術
の
向
上
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
顕
在
化
し
た
食
品
安
全
問

題
へ
の
対
処
と
し
て
も
必
要
な
措
置
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑶　

前
述
し
た
よ
う
に
、
今
後
農
地
流
動
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
可

能
性
が
高
い
が
、
こ
の
流
動
化
し
た
農
地
の
受
け
皿
と
し
て
、
高
効

率
の
農
業
経
営
主
体
と
し
て
の
農
民
専
業
合
作
社
の
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
、
農
民
専
業
合
作

社
は
そ
の
組
織
数
を
増
加
さ
せ
て
き
た
。
表
１
は
近
年
の
農
民
専
業

合
作
社
の
発
展
動
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
組
合

数
、
組
合
員
数
と
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

た
だ
、
こ
の
農
民
専
業
合
作
社
は
、
そ
の
す
べ
て
が
直
接
農
業
経

営
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
表
２
に

示
し
た
よ
う
に
、
大
規
模
農
業
経
営
に
関
与
し
て
い
る
の
は
四
四
・

七
万
組
合
程
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈣
　
農
業
企
業
に
よ
る
大
規
模
農
業
経
営

　

三
つ
目
の
大
規
模
農
業
経
営
の
担
い
手
と
し
て
、「
龍
頭
企
業
」

と
よ
ば
れ
る
企
業
経
営
に
よ
る
農
業
大
規
模
経
営
が
存
在
す
る
（
前

述
の
③
の
経
営
主
体
、表
３
参
照
）。
こ
の
多
く
は
食
品
企
業
で
、
主

に
原
料
調
達
の
た
め
農
業
経
営
に
進
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。



表１　中国における農民専業合作社の展開

2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

組合数（万）
組合員数（万人）

2.6
35.0

11.1
141.7

24.6
391.7

52.2
715.6

68.9
1196.4

98.2
2373.4

128.9
2951.0

出所：中国社会科学院農村発展研究所・国家統計局農村社会経済調査司編［2015: 134］よ
り作成。

表２　農民専業合作社の業種

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

耕種農業
畜産等の養殖業
農業生産に関する技術、情報提供
農産物販売
農業生産資材の共同購入
農産物貯蔵
農産物加工
農産物運輸
その他

4.3
3.4
2.1
2.6
1.7
0.4
0.5
0.4
1.1

9.8
7.6
5.1
4.8
3.7
0.6
0.8
0.7
3.2

16.2
11.5
8.1
7.0
5.5
1.0
1.2
1.0
5.3

23.4
15.1
11.4
9.7
7.5
1.6
1.7
1.6
13.9

31.5
19.6
14.6
12.7
9.7
2.2
2.1
2.1
10.0

44.7
25.2
18.3
15.2
13.7
2.5
2.1
1.8
15.6

出所：中国社会科学院農村発展研究所・国家統計局農村社会経済調査司編［2015: 141］よ
り作成。

表３　龍頭企業の業種

耕種農業 畜産業 水産業 林業 その他

企業構成比（％） 53.6 24.7 6.1 8.3 7.3

出所：中国社会科学院農村発展研究所・国家統計局農村社会経済調査司編
［2015: 166］より作成。

表４　各地の地代水準と賃貸借条件

契約年次 
（年）

ムー当たり地代
（元／年） 作　目 契約

期間

浙江省余杭市良渚鎮新港村
浙江省余杭市良渚鎮新港村
黒竜江省龍江県
貴州省遵義市海龍鎮貢米村
重慶市九龍坡区千秋村
北京市昌平区崔村鎮

2010

2014

2013

2009

2007

2009

 700
1200

 700
 800
 800
1500

野菜
野菜
穀物
野菜（ネギ）
農業公園
有機農業

15年
15年
不明
不明
不明
45年

出所：中国社会科学院農村発展研究所・国家統計局農村社会経済調査司編
［2015: 196］より作成。
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こ
う
し
た
企
業
は
、
農
業
再
編
に
資
す
る
一
方
で
、
傘
下
の
農
民

と
、
利
益
配
分
を
め
ぐ
っ
て
し
ば
し
ば
対
立
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
こ
の
問
題
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
こ
れ
以
上
言
及
し
な

い
（
大
島
﹇2011

﹈
参
照
）。

㈤
　
大
規
模
農
業
経
営
の
発
展
に
お
け
る
課
題

　

こ
の
よ
う
に
、
三
種
の
集
積
主
体
の
発
展
に
よ
り
、
大
規
模
農
業

経
営
の
形
成
は
進
展
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
が
、
前
掲
、
中
国
社

会
科
学
院
農
村
発
展
研
究
所
・
国
家
統
計
局
農
村
社
会
経
済
調
査
司

編
﹇2015

﹈
で
は
、
そ
の
形
成
過
程
に
な
お
存
在
す
る
課
題
を
指
摘

し
て
い
る
。

　

そ
の
最
大
の
も
の
は
、
地
代
高
騰
に
よ
る
大
規
模
経
営
側
の
負
担

の
増
大
で
あ
る
。
表
４
は
現
地
調
査
に
よ
る
各
地
の
地
代
水
準
と
作

目
等
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
沿
海
地
域
と
野
菜

作
に
つ
い
て
と
く
に
地
代
水
準
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
の
中

国
の
穀
物
（
米
、
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
の
ム
ー
当
た
り
収
益

は
、
三
五
〇
〜
五
〇
〇
元
程
度
（
年
々
の
変
動
が
大
き
い
）
で
あ
る

か
ら
、
い
ず
れ
の
地
域
も
相
当
高
い
水
準
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
理

解
で
き
る
。
こ
れ
は
今
後
の
農
地
の
流
動
化
の
進
展
の
大
き
な
障
害

と
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
地
代
水
準
が
過
度
に
高
い
こ
と
に
加
え
て
、
農
地
流
動
に

伴
う
法
整
備
の
遅
滞
や
農
業
者
の
理
解
不
足
等
に
よ
り
、
契
約
条
件

の
確
認
が
十
分
で
な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
﹇
中
国
社
会
科
学
院
農
村
発
展
研
究
所
・
国
家
統
計
局

農
村
社
会
経
済
調
査
司
編2015 : 198

﹈。

三
　
大
規
模
農
業
経
営
成
立
の
事
例

　

こ
こ
で
は
、
本
論
文
の
最
後
に
、
こ
う
し
て
成
立
し
つ
つ
あ
る
大

規
模
農
業
経
営
の
事
例
に
つ
い
て
、
筆
者
の
調
査
、
事
例
研
究
な
ど

か
ら
紹
介
し
よ
う
。

㈠
　
穀
作
経
営
に
お
け
る
大
規
模
経
営

　

中
国
社
会
科
学
院
農
村
発
展
研
究
所
・
国
家
統
計
局
農
村
社
会
経

済
調
査
司
編
﹇2015 : 2‌0

﹈
に
よ
れ
ば
、
安
徽
省
馬
鞍
山
市
に
お
け

る
調
査
事
例
で
は
、
流
動
化
し
た
農
地
は
す
で
に
食
糧
作
物
総
面
積

の
五
八
・
九
％
に
達
し
て
お
り
、こ
の
地
域
は
流
動
化
が
相
当
進
展
し

た
地
域
で
あ
る
と
い
う
。
経
営
面
積
一
〇
〇
〇
ム
ー（
六
六
・
七
ha
）

以
上
の
大
規
模
農
業
経
営
（
こ
こ
で
は
家
庭
農
場
）
も
五
八
戸
に
達

し
、
一
定
の
水
準
の
農
業
機
械
を
保
有
し
て
い
る
と
い
う
。
現
地
で

は
、こ
う
し
た
大
規
模
農
業
経
営
が
次
々
に
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

㈡
　
海
南
省
に
お
け
る
バ
ナ
ナ
生
産
の
振
興
と
企
業

　

海
南
省
に
お
け
る
バ
ナ
ナ
生
産
は
、
す
で
に
そ
の
生
産
者
が
、
大

別
し
て
大
規
模
な
企
業
経
営
と
零
細
農
家
の
小
規
模
経
営
（
一
般
農

家
）
の
二
階
層
に
完
全
に
分
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
筆
者
の
知
る
限
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り
中
国
で
も
っ
と
も
企
業
的
大
規
模
経
営
が
発
展
し
た
事
例
の
一
つ

で
あ
る
。
現
地
の
大
規
模
な
企
業
経
営
は
、
さ
ら
に
二
層
に
分
か

れ
、
大
規
模
層
八
〇
〇
〇
ム
ー
程
度（
約
五
三
三
ha
）、お
よ
び
中
規

模
層
四
〇
〇
〇
ム
ー
程
度（
約
二
六
七
ha
）か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
一
般
農
家
は
一
戸
当
た
り
〇
・
三
〜
〇
・
四
ha
程
度

の
規
模
で
あ
る
。
こ
の
企
業
経
営
の
大
規
模
層
と
中
規
模
層
は
、
省

内
に
あ
わ
せ
て
四
〇
社
（
農
場
）
程
度
存
在
し
、
こ
の
企
業
経
営
の

二
層
が
資
金
力
を
背
景
に
現
在
も
規
模
拡
大
を
続
け
て
い
る
。

　

海
南
省
に
お
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
企
業
的
大
規
模
経
営
が
形
成
さ

れ
た
背
景
に
は
、
開
発
当
初
省
内
各
所
に
開
墾
可
能
な
荒
地
が
多
く

展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
を
企
業
が
資
金
を
投
資
し
て
開
墾
し
、
新
規

に
バ
ナ
ナ
農
場
を
開
設
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
つ
ま
り
発

展
の
当
初
は
農
家
の
請
負
農
地
を
賃
貸
等
に
よ
っ
て
集
積
す
る
必
要

が
低
か
っ
た
た
め
、
大
規
模
な
経
営
を
比
較
的
容
易
に
形
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
は
す
で
に
新
規
開
墾
は
ほ

ぼ
限
界
に
あ
り
、
零
細
農
家
か
ら
の
借
地
等
に
よ
っ
て
徐
々
に
規
模

拡
大
を
行
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
企
業
的
大
規
模

経
営
の
基
本
的
な
労
働
力
は
広
西
壮
族
自
治
区
か
ら
の
出
稼
ぎ
農
民

の
雇
用
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
て
い
〉
9
〈

る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
形
成
さ
れ
た
生
産
構
造
の
結
果
、
海
南
島
で

生
産
さ
れ
、
遠
隔
地
の
北
京
市
や
上
海
市
で
販
売
さ
れ
る
バ
ナ
ナ
の

ほ
と
ん
ど
は
、
こ
う
し
た
企
業
的
大
規
模
バ
ナ
ナ
経
営
で
生
産
さ
れ

も
の
で
あ
り
、
現
在
の
海
南
省
の
バ
ナ
ナ
生
産
は
企
業
経
営
抜
き
に

は
語
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

㈢
　
沿
海
地
域
に
お
け
る
企
業
的
野
菜
経
営
の
発
展

　

山
東
省
・
福
建
省
等
を
含
む
沿
海
地
域
の
輸
出
向
け
野
菜
産
地
に

お
い
て
も
大
規
模
な
企
業
農
場
の
形
成
が
急
速
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

二
〇
〇
二
年
以
降
頻
発
し
た
残
留
農
薬
事
件
対
応
の
た
め
、
中
国
政

府
が
輸
出
向
け
野
菜
経
営
に
対
し
て
規
制
を
強
化
し
た
こ
と
に
起
因

し
て
い
る
。
こ
の
規
制
強
化
の
結
果
、
輸
出
企
業
の
対
応
の
中
で
、
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と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
輸
出
企
業
が
自
ら
経
営
す
る
自
社
農
場

で
生
産
し
、
加
工
、
輸
出
す
る
方
式
が
普
遍
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
企
業
自
社
農
場
制
の
推
進
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
中
国
に
お
い

て
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
大
規
模
な
企
業
農
場
が
、
浙
江

省
・
江
蘇
省
・
山
東
省
・
福
建
省
等
の
中
国
の
沿
海
地
域
に
次
々
に

成
立
し
た
。

　

現
実
に
こ
う
し
た
企
業
農
場
は
ど
の
程
度
普
及
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
資
料
に
よ
る
と
、
中
国
全
体
で
農
産
物
輸
出
企
業
は
二
〇

〇
三
年
末
で
一
・
三
万
社
、
二
〇
〇
五
年
末
で
一
・
六
万
社
、
二
〇
〇

六
年
末
で
二
・
一
万
社
に
達
し
て
お
り
、
う
ち
年
間
輸
出
額
五
〇
〇

万
ド
ル
以
上
の
企
業
は
、
二
〇
〇
三
年
八
三
六
社
、
二
〇
〇
五
年
に

は
一
四
〇
〇
社
に
達
し
た
と
い
〉
10
〈

う
。
そ
し
て
、
そ
の
六
割
が
農
業
生

産
、
加
工
、
輸
出
を
複
合
的
に
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
企
業
直
営

農
場
で
生
産
し
た
野
菜
・
農
産
物
を
、
自
社
で
調
製
・
加
工
し
て
輸

出
す
る
一
連
の
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
企
業
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ

る
（
大
島
﹇2006

﹈
参
照
）。

ま
と
め
に
か
え
て

　

前
述
し
た
よ
う
な
大
規
模
農
業
経
営
の
発
展
は
、
全
体
と
し
て
中

国
農
業
生
産
構
造
の
再
編
に
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
農
村
経
済
と
い
う
マ
ク
ロ
視
点
か
ら
み
る
と
、
課
題
も

い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
流
動
化
の
促
進
を
可
能
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に
す
る
た
め
に
、
貸
し
手
農
民
の
非
農
業
部
門
へ
の
就
業
を
ど
う
促

進
す
る
の
か
と
い
う
点
で
問
題
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

点
は
「
決
定
」
お
よ
び
「
一
号
文
件
」
で
は
明
確
な
道
筋
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
有
効
な
対
策
は
い
ま
だ
見
い
だ
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

今
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
今
後
本
当
に
農
民
個
人
の
意
思
に
基
づ
い

て
の
利
用
権
の
移
動
が
行
わ
れ
る
の
か
否
か
と
い
う
点
も
大
き
な
問

題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
中
国
農
村
で
よ
く
見
ら
れ
た
状
況
と
し
て

は
、
い
っ
た
ん
こ
う
し
た
政
策
を
中
央
政
府
が
提
起
す
る
と
、
地
方

政
府
レ
ベ
ル
で
は
、
政
策
の
推
進
が
目
的
化
し
て
、
強
引
に
大
規
模

農
業
経
営
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
動
向
が
発
生
し
か
ね
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
中
国
の
現
状
を
考
慮
す
れ
ば
、
貸
し
手
農

民
の
就
業
機
会
の
確
保
や
社
会
保
障
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
と

い
う
政
策
が
伴
わ
ず
に
、
農
地
の
流
動
化
の
み
を
推
進
し
て
も
良
好

な
成
果
が
得
ら
れ
る
可
能
性
は
低
い
。
む
し
ろ
土
地
を
失
っ
た
農
民

の
生
活
保
障
な
ど
に
お
い
て
新
た
な
農
民
問
題
を
惹
起
す
る
危
険
を

伴
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

現
実
に
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
二
〇
〇
八
年
前
後
の
世
界
経
済
危

機
の
下
で
、
移
動
先
で
失
業
し
、
帰
郷
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
出
稼
ぎ

農
民
が
、
農
地
を
貸
し
出
し
て
い
た
た
め
に
事
実
上
自
ら
の
農
地
の

耕
作
が
で
き
な
く
な
る
と
い
っ
た
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
そ
う
し
た
問
題
と
し
て
実
際
に
表
面
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
政
策
的
支
援
の
も
と
農
地
集
積
に
よ
る
大
規
模
農

業
経
営
が
生
ま
れ
、
効
率
的
な
農
業
生
産
を
め
ざ
し
て
経
営
展
開
を

開
始
し
て
い
る
現
在
、
貸
し
手
で
あ
る
離
農
す
る
農
民
の
農
地
に
関

す
る
権
利
を
擁
護
し
つ
つ
、
同
時
に
農
業
生
産
性
の
向
上
を
ど
の
よ

う
に
図
る
の
か
と
い
う
大
き
な
課
題
が
、
農
地
政
策
実
施
に
あ
た
っ

て
ま
す
ま
す
重
要
度
を
増
し
て
い
る
と
い
え
る
。

注〈
1
〉 

こ
の
一
七
期
三
中
全
会
以
降
に
開
催
さ
れ
た
一
八
期
三
中
全
会

（
二
〇
一
三
年
一
一
月
九
日
〜
一
二
日
開
催
）
で
は
、
農
業
・
農
村

問
題
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
個
別
的
な
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た

が
、
主
要
な
議
題
と
し
て
は
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
。

〈
2
〉 

実
施
時
期
は
地
域
に
よ
っ
て
若
干
異
な
る
が
、
一
般
に
、
第
一

回
請
負
は
一
九
八
三
年
前
後
に
実
施
さ
れ
た
請
負
契
約
を
さ
し
、
こ

の
第
一
回
請
負
の
一
五
年
後
の
一
九
九
八
年
前
後
に
実
施
さ
れ
た
請

負
契
約
を
第
二
回
請
負
と
い
う
。

〈
3
〉 

こ
こ
で
い
う
「
村
内
農
地
利
用
公
平
の
原
則
」
と
は
、
村
内
の

各
農
家
へ
の
農
地
配
分
に
関
し
、
で
き
る
だ
け
公
平
性
を
優
先
す
る

と
い
う
原
則
で
あ
り
、
こ
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
各
農
家
は
た
ん
に

公
平
に
ほ
ぼ
同
面
積
の
配
分
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
農
地
条
件

（
豊
度
、
灌
漑
施
設
の
有
無
等
）
の
面
で
も
公
平
さ
が
追
求
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
各
農
家
の
請
負
農
地
は
村
内
の
条
件
の
異
な
る
農
地

を
一
部
分
ず
つ
配
分
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
例
え
ば
同
一
村

内
に
生
産
力
が
異
な
る
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
四
種
の
農
地
が
あ
る
と
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す
れ
ば
、
各
農
家
は
Ａ
か
ら
ａ
を
、
Ｂ
か
ら
ｂ
を
、
Ｃ
か
ら
ｃ
を
、

Ｄ
か
ら
ｄ
を
請
け
負
い
、
村
内
の
公
平
性
を
保
つ
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
原
則
を
厳
密
に
実
施
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
各
農
家
の
農
地
は
零
細
な
上
に
ま
す
ま
す
分
散
し
、

生
産
性
は
停
滞
ま
た
は
逓
減
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
「
村
内
公
平
の
原
則
」
は
近
隣
の
村

に
は
適
用
さ
れ
な
い
の
で
、
村
が
異
な
れ
ば
一
戸
当
た
り
農
地
面
積

が
大
き
く
異
な
る
と
い
う
不
公
平
は
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
る
。

〈
4
〉 

中
国
農
業
部
﹇2014 : 182
﹈。

〈
5
〉 

近
年
、
村
民
委
員
会
の
機
能
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
村
民
委
員
会
に
よ
る
農
地
配
分
の
停
止
は
そ
の
主
要
因
を
な
し
て

い
る
。

〈
6
〉 

こ
の
現
地
調
査
は
、
二
〇
〇
九
年
五
月
海
南
省
で
、
二
〇
〇
九

年
一
〇
月
、
二
〇
一
三
年
八
月
山
東
省
で
実
施
し
た
。

〈
7
〉 

中
国
社
会
科
学
院
農
村
発
展
研
究
所
・
国
家
統
計
局
農
村
社
会

経
済
調
査
司
編
﹇2015 : 188

﹈
参
照
。

〈
8
〉 

後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
組
合
数
の
う
ち
、
直
接
農
業
経
営
に

関
与
し
て
い
る
の
は
四
四
・
七
万
組
合
程
度
で
あ
る
と
い
う
。

〈
9
〉 

根
師
・
森
路
・
大
島
﹇2006

﹈
の
分
析
に
基
づ
く
。

〈
10
〉 

中
華
人
民
共
和
国
農
業
部
﹇2014

﹈
に
よ
る
。
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社

郭
暁
鳴　

2009　
「
四
川
農
民
工
失
業
返
郷
的
基
本
形
勢
与
対
策
建

議
」
四
川
省
社
会
科
学
院
内
部
資
料

李
小
雲
主
編　

2009　
『
中
国
農
村
情
況
報
告 

二
〇
〇
八
』
社
会
科
学

文
献
出
版
社

楼
培
敏
主
編　

2004　
『
中
国
城
市
化
│
│
農
民
、
土
地
与
城
市
発

展
』
中
国
経
済
出
版
社

農
業
部
弁
公
庁
編　

2006　
『
農
業
部
弁
公
庁 

二
〇
〇
五
年
調
研
報
告

集
』
中
国
農
業
出
版
社

中
華
人
民
共
和
国
農
業
部　

2014　
『
中
国
農
産
品
貿
易
発
展
報
告 

二

〇
一
四
』
中
国
農
業
出
版
社

中
華
人
民
共
和
国
国
家
統
計
局
編　

2015　
『
中
国
統
計
摘
要
』
中
国

統
計
出
版
社

中
華
人
民
共
和
国
農
業
部
編　

2014　
『
中
国
農
業
発
展
報
告 

二
〇
一
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四
』
中
国
農
業
出
版
社

中
国
社
会
科
学
院
農
村
発
展
研
究
所
・
国
家
統
計
局
農
村
社
会
経
済
調

査
司
編　

2015　
『
中
国
農
村
経
済
形
勢
分
析
与
予
測
（
二
〇
一
四

〜
二
〇
一
五
）』
社
会
科
学
文
献
出
版
社


